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ばし絶ごし お
り
ま
す
の
で

そ
ち

を
ご
参
照
い
た
だ
け

ば
幸
甚
で
す
が
、
一

半
ば
に
開
催
す
る
屋

で
の
式
典
と
い
う
こ
と

最
も
懸
念
し
て
お
り

し
た
の
は
天
候
で
し
た

し
か
し
当
日
は
快
晴

つ
無
風
で
あ
り
、
む
し

暖
か
い
と
感
じ
る
ほ
ど

絶
好
の
式
典
日
和
で

た
。
お
そ
ら
く
、
式
典

ご
参
加
い
た
だ
い
た
方

中
で
、
普
段
か
ら
心
が

の
よ
い
ど
な
た
か
が

ら
っ
し
ゃ
っ
た
お
陰

し
ょ
う
。

さ
て
、
普
段
か
ら
港 ち

ら
け
れ

一
月

屋
外

と
で

り
ま

た
。

晴
か

し
ろ

ど
の

で
し

典
に

方
の

が
け

が
い

陰
で

港
湾

わ
ね
ば
な
り

も
ち
ろ
ん

は
十
分
に
配

症
対
策
や
防

と
る
よ
う
に

お
り
ま
す
が

状
況
に
な
る

も
昔
も
あ
ま

あ
り
ま
せ
ん

う
し
た
中
で

ど
を
起
こ
す

安
全
に
工
事

て
い
く
所
存

皆
様
方
に
お

て
も
ご
理
解

ろ
し
く
お
願

げ
ま
す
。

高
松
港
湾
・空 り

ま
せ
ん

ん
作
業
環
境
に

配
慮
し
、
熱
中

防
寒
対
策
を

に
留
意
し
て

が
、
過
酷
な

る
こ
と
は
今

ま
り
変
わ
り

ん
。
し
か
し
そ

で
も
、
事
故
な

す
こ
と
な
く

事
等
を
進
め

存
で
す
の
で
、

お
か
れ
ま
し

解
の
ほ
ど
よ

願
い
申
し
上

空
港
整
備
事
務
所
長

瀬
賀

康
浩

３
２０１２

＜No.１７７＞

月号

国土交通省四国地方整備局
に向けて

高松港湾・空港整備事務所

し
上
の
写
真
は
、
新
造

れ
た
海
面
清
掃
兼
油

収
船
『
美
讃
』
を
バ
ッ
ク

林
田
幼
稚
園
年
長
組

二
十
五
名
の
園
児
と

名
の
先
生(

右
二
名
と

一
名)

、
そ
し
て
真
ん

左
か
ら
順
に
植
松
恵

子
参
議
院
議
員
、
綾

坂
出
市
長
、
玉
木
雄

郎
衆
議
院
議
員
を
撮

し
た
も
の
で
す
。

『
美
讃
』
就
航
記
念

典
の
詳
細
に
つ
い
て
は

号
で
取
り
上
げ
ら
れ

お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち 造

さ
油
回

ク
に

組
の

と
三

と
左

ん
中

恵
美

綾
宏

雄
一

撮
影

念
式

は
本

れ
て

ち
ら

地
区
等
を

整
備
を
進
め

と
っ
て
、
こ

適
な
天
候
と

は
む
し
ろ
少

こ
と
を
ご
存

か
。港

や
海
に

ル
な
ど
と
い

し
や
風
を
さ

の
が
何
一
つ

真
夏
に
は
じ

照
り
つ
け
る

真
冬
に
は
吹

寒
風
の
中
で

わ
ね
ば
な
り 現

場
と
し
て

め
る
我
々
に

の
よ
う
な
快

と
な
る
こ
と

少
な
い
と
い
う

存
じ
で
し
ょ
う

に
は
木
陰
や
ビ

い
っ
た
、
日
差

さ
え
ぎ
る
も

つ
無
い
の
で
、

じ
り
じ
り
と

る
太
陽
の
下
で
、

吹
き
す
さ
ぶ

で
作
業
を
行

り
ま
せ
ん
。



に
バ
ト
ン
タ
ッ

成
二
十
三
年
十

に
完
成
し
ま
し

船
名
に
つ
い

方
々
か
ら
広
く

四
百
七
件
の
中

チ
す
る
た
め

平

十
二
月
二
十
二
日

し
た
。

い
て
は
、
一
般
の

く
募
集
し
、
総
数

中
か
ら
海
面
浮
遊

▲四国地方整備局白石次長のあいさつ

式
と
な
り
ま
し
た

式
典
は
、
来
賓
か

祝
電
披
露
を
始
め

名
者
表
彰
や
船
員

れ
ま
し
た
。
そ
の
後

園
の
園
児
（
二
十

「
美
讃
」
へ
“
こ
れ
か

境
を
守
っ
て
ほ
し
い

を
込
め
た
メ
ッ
セ
ー

贈
呈
や
、
就
航
を

ニ
カ
に
よ
る
「
喜
び

戸
の
花
嫁
」
等
の
演

共
同
で
テ
ー
プ
カ

な
ど
、
式
典
を
華
や

盛
大
且
つ
厳
か
な

ま
し
た
。

式
典
後
に
は
、
関

ス
コ
ミ
に
よ
る
「
美

公
開
が
あ
り
、
ニ
ュ

記
事
に
取
り
上
げ
ら

か
ら
の
祝
辞
や

め
、
船
名
の
命

紹
介
が
行
わ

後
、
林
田
幼
稚

五
名
）
よ
り

ら
も
海
の
環

い
”
と
の
願
い

ー
ジ
と
花
束

記
念
し
ピ
ア

び
の
歌
」
、
「
瀬

演
奏
、
来
賓
と

ッ
ト
を
行
う

や
か
に
彩
り
、

も
の
と
な
り

関
係
者
及
び
マ

美
讃
」
の
船
内

ー
ス
や
新
聞

ら
れ
る
な
ど

▲園児から「美讃」船長・機関長へ花束贈呈 ▲「美讃」船員紹介

▲来賓、園児による▲船内公開の様子

１ 船種 海面清掃兼油回収船

「美讃」概要

１．船種 海面清掃兼油回収船
２．船型 双胴型
３．全長 33.50ｍ
４．全幅 11.60ｍ
５．深さ（型） 4.20ｍ
６．最大喫水 2.64ｍ
７．総トン数 196トン
８．最大速力 約14ノット
９．機関出力 736kw(1000PS)
10．推進器 4翼可変ピッチプロ
11．回収油タンク ４１.３ｍ3(20.65m
12．ゴミコンテナ 50m3(12.5m3×4

平
成
二
十
四

（
木
）
、
新
し
く

清
掃
兼
油
回
収

ん
）
」
就
航
を
記

「
美
讃
」
の
母
港

に
て
開
催
い
た

先
代
「
わ
し
ゅ

十
七
年
の
建
造

過
し
て
お
り
、

平
成
二
十
三
年

平
成
二
十
四
年

新
鋭
の
海
面
清

に
バ
ト
ン
タ
ッ 四

年
一
月
十
二
日

く
建
造
し
た
海
面

収
船
「
美
讃
（
び
さ

記
念
す
る
式
典
を

港
と
な
る
坂
出
港

た
し
ま
し
た
。

ゅ
う
」
は
、
昭
和
五

造
後
三
十
年
が
経

、
老
朽
化
に
よ
り

年
十
二
月
で
引
退

年
一
月
か
ら
は
最

清
掃
兼
油
回
収
船

ッ
チ
す
る
た
め
、
平

ゴ
ミ
の
回
収
や
油

す
「
美
」
、
備
「
讃
」
瀬

環
境
の
保
護
・
改
善

活
躍
を
期
待
し
命

「
美
讃(

び
さ
ん
）
」

し
た
。

式
典
当
日
は
、
前

天
が
一
転
し
穏
や

な
か
、
地
元
国
会

の
沿
岸
自
治
体
の

漁
協
や
関
係
機
関

名
の
方
々
に
ご
臨
席

式
と
な
り
ま
し
た
。 の

回
収
を
表

瀬
戸
の
海
洋

善
に
向
け
た

命
名
さ
れ
た

に
決
定
し
ま

前
日
ま
で
の
荒

か
な
晴
天
の

議
員
、
県
内

首
長
、
関
係

な
ど
約
八
十

席
を
賜
り
開

多てた多
く
の
方
々
に
「
美
讃
」

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

た
。

（
企
画
調
整
課

」
を
知
っ

き
ま
し

山
﨑
）

テープカット

船船

×2基
ペラ×2基

m3×2基)
4個)  新しい海面清掃兼油回収船「美讃」



ま
た
、
高
松

で
耐
震
強
化

れ
て
い
な
か
っ

③
耐
震
強
化
岸

規
模
災
害
の
発

物
資
の
輸
送
拠

用
す
る
こ
と
と

国
際
物
流
タ

核
施
設
と
な

は
、
平
成
二
十

改
良
（
サ
ン
ド

パ
イ
ル
）
を
皮

二
十
一
年
度

年
度
で
は
、
本

る
重
力
式
ケ
ー

据
付
を
実
施
し

今
年
度
に
お

（
パ
ラ
ペ
ッ
ト
部

の
施
工
を
既
に

年
度
内
の
工
事 松

港
で
は
こ
れ
ま

岸
壁
が
整
備
さ

っ
た
こ
と
か
ら
、

岸
壁
と
し
て
、
大

発
生
時
は
、
緊
急

拠
点
港
と
し
て
活

と
し
て
い
ま
す
。

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
中

る
本
岸
壁
整
備

十
年
度
か
ら
地
盤

ド
コ
ン
パ
ク
シ
ョ
ン

皮
切
り
に
、
平
成

～
平
成
二
十
二

本
体
構
造
物
で
あ

ー
ソ
ン
の
進
水
・

し
ま
し
た
。

い
て
は
、
上
部
工

部
、
係
船
柱
部
）

に
完
了
し
て
お
り

事
完
成
に
向
け
て

耐震強化岸壁供用式典開催

▲エプロン舗装状況▲エプロン舗装状況「コンクリート打設状況」

高松港内で初めてとなる耐震強化岸壁の供用式典を
開催します。
【日時】 平成２４年５月２６日（土） １３：３０～１４：３０
【場所】 高松港朝日地区－１２ｍ岸壁（耐震強化岸壁）
【出席者】 来賓及び関係者のみ
【問い合わせ先】 総務課・企画調整課まで
※上記式典については現在の予定の為 変更となる場合が

平
成
二

（
火
）
、
サ

わ
国
際
会

回
四
国
の

震
・
津
波
対

催
さ
れ
ま

昨
年
三
月

た
東
日
本

国
の
港
湾

波
対
策
を

震
か
ら
今

の
あ
る
最

定
し
、
太
平

側
で
想
定

性
を
踏
ま

針
を
策
定

第

※上記式典については現在の予定の為、変更となる場合が

二
十
四
年
二
月
七
日

ン
ポ
ー
ト
高
松
か
が

会
議
場
に
お
い
て
第
三

の
港
湾
に
お
け
る
地

対
策
検
討
会
議
が
開

ま
し
た
。
こ
の
会
議
は

月
十
一
日
に
発
生
し

本
大
震
災
を
受
け
、
四

湾
に
お
け
る
地
震
・
津

を
、
東
南
海
・
南
海
地

今
後
発
生
す
る
恐
れ

最
大
級
の
地
震
を
想

平
洋
側
及
び
瀬
戸
内

定
さ
れ
る
被
害
の
特

ま
え
対
策
の
基
本
方

定
す
る
も
の
で
あ
り
、

第
三
回
四
国
の
港
湾

地
震
・
津
波
対

高
知
大
学
の
大

長
に
四
国
管
内
の

利
用

企
業
・
協
会

者
を
委
員
に
開
催

第
四
回
以
降
は

対
策
を
各
地
域

ま
え
検
討
し
て

な
り
ま
す
。

（
企

湾
に
お
け
る

対
策
検
討
会
議
開
催大

年
教
授
を
座

の
有
識
者
、
湾

会
、
港
湾
管
理

催
し
て
い
ま
す
。

は
、
具
体
的
な

域
の
特
徴
を
踏

て
行
く
予
定
と

企
画
調
整
課
）

催

▲第３回検討会開催状況

高
松
港
朝
日

現
在
香
川
県

物
流
タ
ー
ミ
ナ

め
て
い
ま
す
。

国
際
物
流
タ

き
く
分
け
て
３

が
あ
り
、
①
効

向
け
、
一
度
に

運
べ
る
大
型
船

と
も
に
、
②
朝

し
コ
ン
テ
ナ
取

拡
大
す
る
計
画

す
。

日
地
区
に
お
い
て

と
共
同
で
国
際

ナ
ル
の
工
事
を
進

タ
ー
ミ
ナ
ル
は
大

３
つ
の
整
備
目
的

効
率
的
な
物
流
に

に
多
く
の
荷
物
が

船
に
対
応
す
る
と

朝
日
地
区
を
再
編

取
り
扱
い
能
力
を

画
と
な
っ
て
い
ま

残
す
と
こ
ろ
岸
壁
背

ロ
ン
舗
装
（
コ
ン
ク
リ

を
三
月
中
旬
を
目
途

チ
で
施
工
し
て
い
ま
す

（保
全
課 背

後
の
エ
プ

リ
ー
ト
舗
装

途
に
急
ピ
ッ

す
。

課

野
町
）

況「コンクリート打設前」

がございます

「
Ｂ
Ｃ

C
o
n
tin

u
it

松
港
Ｂ
Ｃ

高
い
確
率

南
海
地
震

の
機
能
が

に
極
端
な

な
い
よ
う

計
画
で
す

阪
神
大

災
と
同
様

震
の
被
害

を
運
ぶ
機

す
。
高
松

会
は
、
港

がございます。

高
松
港情Ｃ

Ｐ
」
と
はB

u
sin

ess
ty

P
lan

の
略
で
す
。
高

Ｃ
Ｐ
は
、
近
い
将
来
に

率
で
起
こ
る
東
南
海･

震
の
後
で
も
、
高
松
港

が
低
下
し
て
社
会
活
動

な
影
響
を
生
じ
さ
せ

う
に
予
め
考
え
て
お
く

す
。

大
震
災
や
東
日
本
大
震

様
に
高
松
港
も
大
地

害
は
免
れ
ず
、
人
や
物

機
能
に
支
障
が
出
ま

松
港
Ｂ
Ｃ
Ｐ
連
絡
協
議

港
を
使
う
人
と
直
す
人

港
Ｂ
Ｃ
Ｐ
連
絡
協
議

情
報
伝
達
訓
練
を
実

が
連
携
し
て
、
地

つ
・
ど
こ
で
・
何

港
が
皆
さ
ん
の

立
て
る
か
を
、
来

の
訓
練
を
通
じ

ま
す
。

（
沿
岸

議
会

実
施

高松ＢＣＰ概念図

地
震
の
後
に
、
い

を
運
べ
ば
高
松

の
暮
ら
し
に
役
に

来
る
三
月
七
日

じ
て
考
え
て
参
り

岸
防
災

宮
本
）



【練習船】

海王丸
総トン
全長：
航海速

▲外谷船長

青雲丸
総トン数：5,890ﾄﾝ
全長：116ｍ
航海速力：19.5ﾉｯﾄ
定員合計（実習生）：252（180）名
《我が国の海運を支える船員の教育の場
として、調査・研究・実船受験にも活用さ
れています》

航海速
定員合
《東京
学校等
練を行
対象に
海に利

れています》

【ｸﾙ

みなとオアシスみなとオアシス

うたづウミホタル
～歩天ＵＴＡＺＵ 桜どおり～
日時：４月８日（日）１０：００～１７：００
場所：宇多津町宇多津臨海公園周辺
お問合わせ先：宇多津町産業振興課
ＴＥＬ ０８７７－４９－８００９

みなとオアシス

大坂城残石記念公園
～残石ふるさと市～
日時：５月上旬（詳細未定）
場所：小豆郡土庄町小海

※

お問合わせ先：土庄町企画課
ＴＥＬ ０８７９－６２－７０１４

高
松
港

し
た
船

丸
数：2,556ﾄﾝ
110ｍ

速力：13ﾉｯﾄ

港
に
寄
港

船
特
集

速力：13ﾉｯﾄ
合計（実習生）：199（130）名
海洋大学や商船高等専門

等の生徒に対する実習訓
行うとともに、一般青少年を
にしてた海洋教室、体験航
利用されています》

ぱしふぃっくびいなす
総トン数：26,594ﾄﾝ
全長：183.4ｍ
航海速力：18ﾉｯﾄ
旅客定員：644名

ﾙｰｽﾞ客船】

旅客定員 6 名
乗組員：220名

にっぽん丸
総トン数：22,472ﾄﾝ
全長：166.65ｍ
航海速力：18ﾉｯﾄ
旅客定員：524名
乗組員：230名

ふじ丸
総トン数：23,235ﾄﾝ
全長：167ｍ
航海速力：18ﾉｯﾄ航海速力：18ﾉｯﾄ
旅客定員：600名
乗組員：120名

※平成23年度に高松港（サンポート）に寄港した主な船舶を掲載しています。


